
つ
い
に
郵
政
労
働
者
が
待
ち
に
ま
っ
た

力
強
い
味
方
が
現
れ
ま
し
た
。
た
た
か
う

弁
護
士
・
鈴
木
た
つ
お
さ
ん
が
東
京
都
知

事
選
挙
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
郵
政
民
営

化
絶
対
反
対
で
闘
っ
て
き
た
私
た
ち
労
組

交
流
セ
ン
タ
ー
全
逓
労
働
者
部
会
は
、
鈴

木
さ
ん
を
全
面
的
に
応
援
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
。
と
も
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！

鈴
木
た
つ
お
さ
ん
は
、
①
戦
争
さ
せ
な

い
！

②
貧
困
・
過
労
死
許
さ
な
い
！

③
被
曝
さ
せ
な
い
！

④
だ
か
ら
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
や
ら
な
い
！

⑤
弾
圧
と
闘
う
！

と
い
う
明
確
な
主
張
を
掲
げ
、「
社
会
を
変

え
る
た
め
、
と
も
に
行
動
し
ま
す
」
と
揺

る
ぎ
な
い
決
意
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
労
働
者
の
生
活
と
命
、
権

利
を
第
一
に
考
え
て
い
る
人
で
す
。「
全
逓

４
・
28
不
当
解
雇
」
の
撤
回
を
か
ち
と
っ

た
弁
護
団
の
一
員
と
し
て
、
つ
ね
に
闘
う

郵
政
労
働
者
と
と
も
に

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
わ

た
し
た
ち
の
苦
し
み
を

共
有
し
と
も
に
歩
ん
で

く
れ
る
人
で
す
。

小
泉
純
一
郎
が
進
め
た
郵
政
民
営
化
で

私
た
ち
の
職
場
は
荒
れ
果
て
ま
し
た
。
職

場
の
半
分
以
上
が
超
低
賃
金
の
非
正
規
職

労
働
者
に
な
り
、
ス
キ
ル
評
価
と
自
爆
営

業
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
ま
ん
え
ん
す
る
ギ
ス
ギ

ス
し
た
職
場
に
変
わ
り
ま
し
た
。
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
た
め
の
極
限
的
な
人
員
削
減
に

よ
る
長
時
間
労
働
で
体
を
壊
す
人
、
メ
ン

タ
ル
に
な
る
人
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
事

故
を
起
こ
せ
ば
す
べ
て
が
労
働
者
の
責
任

に
さ
れ
て
し
ま
う
。
郵
政
民
営
化
が
郵
政

職
場
を
最
悪
の
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
に
変
え
た

の
で
す
。

鈴
木
た
つ
お
さ
ん
は
「
郵
政
民
営
化
撤

回
！
」
「
ス
キ
ル
ダ
ウ
ン
、
長
時
間
労
働
、

自
爆
営
業
、
非
正
規
職
化
は
絶
対
に
許
さ

な
い
！
」
と
、
私
た
ち
と
と
も
に
立
ち
上

が
っ
て
く
れ
ま
す
。
私
た
ち
郵
政
労
働
者

の
味
方
は
鈴
木
さ
ん
だ
け
で
す
。

鈴
木
た
つ
お
さ
ん
を
都
知
事
に
！

そ
し
て
、
職
場
に
た
た
か
う
労
働
組
合

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２０１４年

１月24日

（ビラの感想や職場状況など、またビラに載せてほしいことなどを、気軽にお寄せください。電話・メールどちらでも結構です。）

韓国・民主労総ゼネスト連帯の緊急デ

モに立った鈴木たつおさん(１/13渋谷)

福
島
切
り
捨
て
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
返
上
で
す
！

小
泉
・
民
営
化
は
全
労
働

者
を
不
幸
に
し
た
！

職
場
に
た
た
か
う
労
働
組

合
を
つ
く
ろ
う
！

【職場討議資料】



韓
国
で
世
界
を
揺
る
が
す
闘
い
が

巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

パ
ク
ク
ネ
大
統
領
が
進
め
る
鉄
道

民
営
化
に
対
し
て
、
韓
国
の
鉄
道
労

組
が
昨
年
末

23
日
間
の
ス
ト
ラ
イ

キ
を
敢
行
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
韓
国

の
２
つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
民
主
労
総
と
韓
国
労
総
、
そ
し

て
市
民
が
大
合
流
し
て
、
２
月

25

日
に
は
「
鉄
道
民
営
化
中
止
！

パ

ク
ク
ネ
独
裁
打
倒
！
」
の
全
国
民
ス

ト
ラ
イ
キ
が
予
定
さ
れ
、
パ
ク
ク
ネ

大
統
領
は
倒
さ
れ
る
寸
前
で
す
。

韓
国
が
こ
れ
ほ
ど
の
事
態
に
な
っ

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
の

マ
ス
コ
ミ
が
全
く
報
道
し
な
い
の
は
、

じ
つ
は
こ
の
闘
い
が
日
本
の
労
働
者

の
闘
い
と
固
く
結
び
つ
い
て
い
る
か

ら
で
す
。

80
年
代
に
す
で
に
強
行
さ
れ
た
日

本
の
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
対
し
て
、

唯
一
ク
ビ
を
か
け
て
２
波
の
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
い
、
い
ま
も
民
営
化
・
外

注
化
・
非
正
規
職
化
と
闘
い
続
け
て

い
る
国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

（
動
労
千
葉
）
と
、
民
主
労
総
ソ
ウ

ル
本
部
は

10
年
を
超
え
る
交
流
・

連
帯
を
育
ん
で
い
ま
す
。

日
本
と
韓
国
ー
世
界
の
労
働
者
が

連
帯
し
た
ら
、
安
倍
首
相
た
ち
が
狙

う
戦
争
も
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

国
鉄
分
割
・
民
営
化
で
解
雇
さ
れ

た
労
働
者
の
解
雇
撤
回
の
闘
い
は
動

労
千
葉
を
先
頭
に

26
年
間
闘
わ
れ
、

昨
年
９
月

25
日
に
は
地
裁
に
続
い

て
東
京
高
裁
で
も
国
家
と
Ｊ
Ｒ
に
よ

る
「
不
当
労
働
行
為
」
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
裁
判
の
弁
護
士
が
鈴

木
た
つ
お
さ
ん
で
す
。

東
京
で
も
、
都
や
区
を
は
じ
め
保

育
園
・
病
院
か
ら
窓
口
業
務
ま
で
が

一
斉
に
民
営
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
猪
瀬
・
徳
洲
会
事
件
や
郵
政

民
営
化
が
示
し
た
も
の
は
、
民
営
化

の
名
で
税
金
と
公
共
財
が
資
本
家
に

た
だ
同
然
で
投
げ
与
え
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
こ
そ
労
働
者

の
力
で
東
京
を
変
え
、

日
本
を
変
え
る
と
き

で
す
。

ＪＰ労組本部は未だに都知事選で誰を支持するかを明確

にしていません。「郵政民営化を強行した小泉の推す細川

護煕は支持できない」

と言っているだけで

す。

そして連合東京は、

なんと自民党の推す舛添要一を支持すると決めました。

ＪＰ労組も舛添支持！？ それは労働組合であることを

やめるということです。

鈴木たつおさんは、唯一、民営化絶対反対をかがげる候

補です。鈴木たつおさ

んとともに郵政民営化

絶対反対でたたかいま

しょう。

私たちとともに職場に闘う労働組合をよみがえらせ、こ

のとんでもない職場の現実を変えていこう。

12
月
28
日
、
韓
国
民
主
労
総
が
不
正
選
挙
が
発
覚
し
た
パ
ク
ク
ネ
政
権
退
陣
と
鉄
道
民

営
化
に
反
対
し
て
ゼ
ネ
ス
ト
に
立
ち
上
が
る
（
10
万
人
が
ソ
ウ
ル
市
庁
広
場
を
埋
め
る
）

都知事選、実に奇妙なことに

なってきましたね。小泉さんが

細川さんを担いで、脱原発。舛

添さんまでも「実は脱原発だ」

と言い出した。全部それで決まっ

たような感じになっている。と

んでもない。

小泉さんや細川さんは民衆の

味方なんかではないでしょう。

自民党をぶっ壊すと言って国会

で圧倒的多数をとった。公務員

のクビを切った。郵政事業をめ

ちゃくちゃにした。今皆さんの

ところに郵便がちゃんと届きま

すか？ 郵便労働者の現場はと

てつもないことになっています。

だから誤配、遅配が日常茶飯事

になっている。しかも誤って配

達した場合に夜中まで謝りに行

かされるんですね。私の家にも

「本当に申し訳ありませんでし

た」と、１人の労働者が来まし

た。とんでもないことです。そ

ういうむごい現状を労働の現場

に強いている。これが小泉さん

の郵政改革ですよ。そういう小

泉劇場なるものから始まったん

です。小泉－細川ライン、これ

を見抜かねばならないと思いま

す。

東京の有権者は1080万人です。

1080万人が本当に今の悪政を断

ち切る声を上げれば日本を変え

ることができます。労働者の権

利を踏みにじる、福島を切り捨

てる安倍を、今の東京都政をぶっ

飛ばすために私は決断しました。

訴えに賛同し駆け寄る聴衆

日
本
の
動
労
千
葉
と

の
固
い
国
際
連
帯


